
普 及 項 目 担い手 

漁 業 種 類 等 青年部活動 

対 象 魚 類 アカガイ 

対 象 海 域 えりも以西太平洋海域 

鵡川漁協厚真支所におけるアカガイ養殖試験 

北海道胆振総合振興局 

胆振地区水産技術普及指導所（増田 稜雅） 

【背景・目的・目標（指標）】 

  鵡川漁協厚真支所（以下「厚真支所」という。）では、天然ホタテガイを対象とした

桁網漁業が主要漁業であり、本支所における水揚げ高の 83%を占めている。しかし、令和

４年以降、その推定個体数は減少しており（図１）、新規漁業の創出が望まれている。そ

のような中、近年、厚真支所では桁網によるアカガイの混獲が見られ、本種の有効利用

を図る機運が高まっていた。また、栽培水産試験場（以下「栽培水試」という。）では、

海水温の上昇に対応するためアカガイ属に対して、北海道における増養殖の可能性を検

討していた。そこで、本指導所では、新規漁業としてのアカガイ養殖の可否について検

討することを目的に、厚真支所青年部及び栽培水試と連携し、養殖試験に取り組んだ。 

【普及の内容・特徴】 

 令和６年 12 月から、初期育成としてタマネギネットに入れた殻長５～10 ㎜のアカガイ

種苗を篭に収容し、厚真支所前の漁港に垂下した（写真１）。その後、令和７年４月と６

月に篭の交換と分散を行った。８月以降は、最適な収容密度を明らかにすることを目的に、

篭の段毎に異なる密度でアカガイを収容した（20、40、80、160、320 個体/段）。また、タ

マネギネットは取り除き、篭内はアカガイのみとした（写真２）。篭は 11 月に回収し、殻

長の測定と生残率を算出した後、再度垂下した。 

 アカガイは、令和６年 12 月から令和７年 11 月の約１年間で、平均殻長 40 ㎜程度にまで

成長した（写真３）。加えて、試験期間内でへい死も見られず生残率は良好であった。また、

アカガイの育成には、少なくとも１年目まで、ホタテガイ養殖に使用されるザブトン篭を

使用できることが分かった。収容密度の試験では、全ての試験区で平均生残率が、90%以上

となった（表１）。殻長組成を収容密度毎に比較すると 40、80 個体/段の試験区において、

他の試験区よりも殻長 40 ㎜以上の個体の割合が高かった（図２）。 

【成果・活用】 

本試験により、厚真支所におけるアカガイ養殖の知見が得られ、新規漁業化の可能性を

見出すことができた。また、アカガイは、殻皮が剥がれると単価が下がることから、貝表

面の擦れ防止のためにカップを取り付けた青年部オリジナルの篭を用いるなど、青年部内

でアカガイ養殖に対する積極性が育まれた（写真４）。 

【達成度自己評価】 

４ 目標（指標）はほぼ達成できた（76～100％） 

【その他】 

 今後は、天然海域での採苗の可否、出荷までの期間、そして、その間の生残率を検証

し、事業としての採算性についても議論していく必要があると考えられる。 

  



写真２ アカガイのみを収容した篭 

写真１ アカガイを収容したタマネギネットを 
入れた篭 

写真３ 試験開始から１年経過したアカガイ 

図１ ホタテガイの推定個体数の推移 

垂下日 測定日 収容密度（個体/段） 平均生残率（%）

8/5 11/6 20 98.3

8/5 11/6 40 95.8

8/5 11/6 80 97.9

8/5 11/6 160 91.3

8/5 11/6 320 99.7

表１ 各試験区におけるアカガイの平均生残率 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



写真４ 青年部で自作した篭 図２ 各試験区におけるアカガイの 
殻長毎の出現割合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


